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伊予鉄道会社

明治２０．９．１４

 

創立＜１８８７＞

伊予鉄道（株）

伊予鉄道電気(株)

明治３３.５.１合併

道後鉄道

南予鉄道

明治２７年創立

明治２６年

 

創立

大正５

 

社名変更<１９１６>
伊予水力電気

明治３４年創立

大正５.１２.３１合併

松山電気軌道

明治４０年創立

大正１０.４.１合併大正１４.１２.１合併
宇和水電

明治４３年創立

四国配電

四国電力

昭和６年創立

三共自動車

昭和８年創立

昭和１９.１.１合併

昭和１７.４.１電力部門分離

会社沿革図

松山自動車
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口
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５１３，０３８人
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積

 

：

 

４２９．０３ｋｍ2

年平均気温

 

：

 

１６．６℃
年間降水量

 

：

 

１，１７９mm

愛媛県

会社概要（営業拠点
 

松山市）
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松山市駅
ＪＲ松山駅

会社概要（鉄道線・軌道線）

（伊予鉄道）
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会社概要（バス路線）
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6
郊外電車郊外電車

郊外電車

JR線

JR線

市内電車

連携

中心地区バス

バス

連携

連携

連携

連
携

連
携

バス

連
携

連
携

バス

連携

山地

山地

基本理念を実現するための方針
方針概念図

松山市の交通政策

①
自
動
車
交
通
の
円
滑
化

②
自
転
車
の
利
用
促
進

③
公
共
交
通
の
利
用
促
進

連携連携

転換

転換

基本理念
 

「地球にやさしい日本一のまちづくり」
 ～環境的に持続可能な交通体系の構築～

過度の自動車交通から他の交通手段への転換を促し、バランスのとれた、
持続可能な交通体系（マルチモーダル）をめざす。



松山市の交通施策との連携

松山市と連携して各事業を推進
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環境改善目標の設定（CO2排出削減量等） 取組主体（事業者等）の継続的・自立的取組の確保

バスの活性化

ＬＲＴの整備・

 
鉄道の活性

 
化等

道路整備等

環 境 の 改 善

サービス改善
ＬＲＴプロジェクト

 
の推進

交差点改良等

違法駐車対策

 
の推進

公共交通機関の利用促進 自動車交通流の円滑化 歩行者・自転車対策

ICカードの導入

ﾊﾞｽﾛｹｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ

オムニバスタウン

ＰＴＰＳ

地域の合意に

 
基づくﾄﾗﾝｼﾞｯﾄ

 
ﾓｰﾙの導入

路上工事の縮減

バス専用・優先

 
レーン

低公害車の導入

低公害車等

 
の導入

CNGバスの導入

 
促進

関連の基盤

 
整備等

歩道、自転車道、

 
駐輪場等の整備

交通規制等

バス停改善

通勤交通
マネジメント

従業員のマイ

 
カー通勤の自

 
粛等

パークアンド

 
ライド

低公害車両の

 
優遇ノンステップバス

共通ICカード

モデル事業のメニュー例

普及啓発

 
活動

広報活動の実

 
施

普及啓発

シンポジウム、

 
イベントの実施

 
等

交通結節点整

 
備

ボトルネック踏

 
切の解消

電車・バス共通ＩＣカード ﾊﾞｽﾛｹｰｼｮﾝｼｽﾃﾑ 小坂交差点立体交差整備 歩道、自転車道の整備 CNGバス等の低公害車の導入

松山市と伊予鉄道と関係機関の連携により、実施中。

※赤字は、｢松山市オムニバスタウン計画｣に位置付けた施策と合致

環境的に持続可能な交通（EST）モデル事業
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9

公共交通再生への取組み
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将
来
的
な
運
輸
事
業
存
続
へ
の
危
機
感

中
長
期
的
構
想
に
よ
る
公
共
交
通
再
生

公共交通再生への取組み
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公共交通再生への取組み



サービス向上宣言
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サービス向上宣言
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■効果

輸送人員の減少に歯止めがかかり増加へ転じた

●サービス向上宣言（平成12年―15年比較）

運輸事業全体

 

2,612千人

 

11.0％増加

バス事業

 

2,279千人

 

38.1％増加

単位＝千人

H12 H13 H14 H15 H12年-15年比較

鉄道 10,498 10,340 10,681 10,740 242 2.3%

軌道 7,332 7,400 7,384 7,423 91 1.2%

バス 5,987 6,901 7,827 8,266 2,279 38.1%

合計
23,817 24,641 25,892 26,429 2,612 11.0%

公共交通再生施策の効果
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公共交通再生施策の効果
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いきいき交通まちづくり宣言
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いきいき交通まちづくり宣言
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ICカードの導入
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総合情報システム



四国がんセンターの梅本移転に対応し、梅本駅から病院、集客施設を結ぶ新たな路線を新設しまし

 
た。平成２０年度には、三津浜周辺の住宅地、三津浜港・病院等の主要施設を循環するバスの運行

 
を計画しています。

バス路線の新設予定箇所

電車連絡梅本ループ線

平成２０年度
バス路線の
新設を予定

梅本地区で
ループバス運行中

交通結節点整備
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交通結節点整備
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3.0%

2.4%

2.9%

5.4%

9.2%

16.2%

16.7%

21.3%

23.0%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

その他

目的地までの案内が不親切

何分で到着するかわからない

バス停の場所がわかりにくい

通行人や自転車との衝突可能性

何分で到着するかわからない

ベンチがない

夏は暑く、冬は寒い

屋根がない

上屋等の設置候補箇所

ハイグレードバス停（市役所前）

バス停に対する不満点（アンケート調査より）

ハイグレードバス停整備

利用者の多いバス停や病院に隣接するバス停を中心に、国・県・市の各道路管理者とバス事

 業者が協力しながら、上屋やベンチ等の設置を行っています。
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郊外のバス停に駐車場を整備し、そこから中心部まで

 
はバスを使用してもらうこと（パーク＆バスライドの

 
導入）により自動車交通量を削減します。

バ ス 停会 社 郊 外 駐 車 場 自 宅

会 社 自 宅

従来のマイカー通勤

パークアンドバスライドによる通勤
、郊 外 に 設 置 され た 駐 車 場 に マ イ カー を 駐 車  

そ こ か ら 中 心 部 ま で バ ス を 利 用

パーク＆バスライド駐車場及びバスターミナル設置箇所

パークアンドバスライドのイメージ

平成１７年１１月
パーク＆バスライド用駐車場完成

（北条営業所内に３５台分）

パーク＆バスライド用駐車場（北条営業所）

平成１７年７月
大街道バスターミナル完成

P&R駐車場・バスターミナル整備
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市内で最も運行本数の多い国道３３号を中心とした
区間に導入し、バスの定時性を確保し、所要時間の
短縮を目指します。

約5.7km

平成１８年４月１日から運用開始

■システムの
 概要

公共車両優先システム（ＰＴＰＳ）の導入
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交通まちづくり学習の開催
総合的な学習の時間において、交通まちづくり学習を開催し、将来の利用者

 
である小学生に公共交通に興味をもってもらう。

ＴＶ、ラジオＣＭ、街頭大型ビ

 
ジョンによる周知・広報活動や

 
ラッピングバスの運行等を実

 
施

街頭大型ビジョンによる情報提供公共交通の乗り継ぎによる

体験型イベント

ＩＣカードを使った

電車・バスの乗り方教室

公共交通利用促進啓発事業
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フィールドミュージアム構想との連携
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今後の課題
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